







































































































































【帚木】３左光源氏奈乃三古止〳〵志宇以比気多礼太末不光源氏なのみこと〳〵しういひけたれたまふ止可於保可奈留丹以止ゝ閑ゝ類春起己止ゝ毛遠とかおほかなるにいとゝか るすきことゝもを寸恵乃世尓毛幾ゝ徒多部天可呂飛多留名遠也すゑの世にもきゝつたへてかろひたる名をや奈可左武止志乃比給気留可久路部己止遠左部可多利なかさむとしのひ給けるかくろへことをさへかたり川多部希無人乃物以比左可奈左与左累八以止以つたへけむ人の物いひさかなさよさるはいとい多久世遠者ゝ可利満女多地給希留本止奈与比可たく世をはゝかりまめたち給けるほとなよひか尓於可之幾事八奈 伝可多乃ゝ少将尓八王良八礼におかしき事はな てかたのゝ少将にはわらはれ太末飛希无可之末多中将奈止尓毛乃之給之時たまひけんかしまた中将なとにものし給し時者宇知尓乃三左不良 与宇之給天於保以殿尓八はうちにのみさふら ようし給ておほい殿には








【帚木】５右与留比留可久毛无遠毛安楚比遠毛毛呂止毛丹よるひるかくもんをもあそひをももろともに志天遠左〳〵多地遠久連寸以徒久尓天毛末川者礼してをさ〳〵たちをくれすいつくにてもまつはれ幾古衣太末不本止耳 乃徒可良可之己末利毛衣遠きこえたまふほとに のつからかしこまりもえを可寸心乃中丹於毛不事遠毛閑久之安部須奈武かす心の中におもふ事をもかくしあへすなむ武川礼幾己衣給気留川連〳〵登布利久良之伝むつれきこえ給けるつれ〳〵とふりくらして志女也可奈留与比乃雨尓殿上尓毛遠左〳〵人春しめやかなるよひの雨に殿上にもをさ〳〵人す久奈尓御止乃井所毛連以与利者能止屋可奈留くなに御とのゐ所もれいよりはのとやかなる心知寸留耳於保止 布良地可久天不見止毛奈心ちするにおほと ふらちかくてふみともな止見給徒以天尓知可起美川之奈留色々能可三とみ給ついてにちかきみつしなる色々のかみ
【帚木】５左
　　
奈留布見止毛遠比起以天ゝ中将王利奈久遊なるふみともをひきいてゝ中将わりなくゆ可之閑礼者左利奴部幾寿己之者美世无可多八かしかれはさりぬへきすこしはみせんかたは奈類部幾毛古楚登由類之堂万八祢者曽乃なるへきもこそとゆるしたまはねはその宇知止気天可多八良以多之登於本左礼无己楚うちとけてかたはらいたしとおほされんこそ由可之希礼遠之奈部多累於保可多乃八可寸奈ゆかしけれをしなへたるおほかたのはかすな良祢止保止〳〵丹川気天可起加八之徒ゝ毛美侍らねとほと〳〵につけてかきかはしつゝもみ侍奈无遠乃可志ゝ宇良女之幾於利〳〵末知 本奈なんをのかしゝうらめしきおり まち ほな良武夕暮奈止乃己曽美所八安良女止恵无寸らむ夕暮なとのこそみ所はあらめとゑんす連者也武古止奈久世知仁可久之給部幾奈止者れはやむことなくせちにかくし給へきなとは




















































































































































ほにも侍らさりしかはわかきほとのすき心ちには古乃人遠止末利尓止 思止ゝ女侍良寿与類部止八この人をとまりにと 思とゝめ侍らすよるへとは於毛比奈可良左宇〳〵志久天止可久満幾礼 之遠おもひなからさう〳〵しくてとかくまきれ しを毛乃衣无之遠以多久志侍志可八心川起奈 以登ものえんしをいたくし侍しかは心つきな い可ゝ良天於以良可奈良末 可八止思徒ゝ安末利以止かゝらておいらかならま かはと思つゝあまりいと遊類之奈久宇多 比侍之毛宇留左久天可久加寸ゆるしなくうた ひ侍しもうるさくてかく す
【帚木】
21左





































































































































































寸久世登以婦可安也奈左以可奈留己止川希曽也止以 毛すくせといふかあやなさいかなることつ そやとい も者天寿波之里出侍奴留尓於比天はてすはしり出侍ぬるにおひて
安婦己止乃与越之遍多天奴中奈良者飛留末毛あふことのよをしへたてぬ中ならはひるまも









志起遠志天以者无可多奈之止式部遠安八女尓久三天しきをしていはんかたなしと式部をあはめにくみて寿己之与呂之可良无己止遠申世止世女給部止古礼与利すこしよろしからんことを申せとせめ給へとこれより女川良之幾己止八候奈无也止天於利寸部帝於止己毛めつらしきことは候なんやとておりすへておとこも女毛王呂物者我王徒可尓志礼留可多乃己止越能己女もわろ物は我わ かにしれるかたのことをのこ奈久美世徒久左武止於毛部累己曽以止於之気連なくみせつくさむとおもへるこそいとお けれ三史五経乃三知〳〵志起可多遠安幾良可尓左止利三史五経のみち〳〵しきかたをあきらかにさとり安可左武己曽安以幾也宇奈可良女奈止可八女止以あかさむこそあいきやうなからめなとかは女とい者无可良丹世尓 累己止乃於本也気王多久之尓はんからに世に ることのおほやけわたくしに川気天武希尓志良寸以多良寸志毛安良无王左登つけてむけにしらすいたらすしもあらんわさと
【帚木】
37左












































連者由可之久天見ゝ止ゝ女給部累尓古乃尓之於毛天れはゆかしくてみゝと め給へるにこのにしおもて尓楚人乃気八比寸留幾奴乃遠止奈比者良〳〵止にそ人のけはひするきぬのをとなひはら〳〵と志天王可起声止毛尓久可良寸左 可尓志 比
  し
て




































給徒飛佐之尓楚於本止乃己毛里奴留遠止耳幾ゝ給つひさしにそおほとのこもりぬるをとにきゝ徒流御安利左満遠三多天末川利徒留気尓 曽女天つる御ありさまをみたてまつりつるけに そめて多可利介礼止美曽可尓以不飛留奈良末之可八乃楚幾たかりけれとみそかにいふひるならましかはのそき天美堂天末川利帝末之止祢不多気尓以比天てみたてまつりてましとねふたけにいひて可保日起以連川留声寸祢多久心止ゝ女天止比幾 可かほひきいれつる声すねたく心とゝめてとひき か志止安地幾奈久於本寸末呂八古ゝ丹祢侍良无安那しとあちきなくお すまろはこゝにね侍らんあな久良止天火可ゝ気奈止春部之女君八堂ゝ古乃くらとて火かゝけなとすへし女君はたゝこの左宇之口寸地可比多留本止尓楚不之多留 幾中将さうし口すちかひたるほとにそふしたる き中将乃君八以徒久尓曽人気止越幾心知之天物於曽呂の君はいつくにそ人けとをき心ちして物おそろ
【帚木】
46右









連者波之多奈久古ゝ仁人乃止毛衣能ゝ志良寸心知れははしたなくこゝに人のともえのゝしらす心ち八多王飛志久安累末之幾己止ゝ於毛部者安佐末之久はたわひしくあるましきことゝおもへはあさましく人多可部丹己曽侍女連止以不毛以幾能之多奈利幾衣人たかへにこそ侍めれといふもいきのしたなりきえ末止部累気之幾以止心久類之久羅宇太気奈礼者まとへるけしきいと心くるしくらうたけなれは於可之止見給天太可不部久毛安良奴 乃志類部遠思おかしと見給てたかふへくもあらぬ のしるへを思八寸尓毛於本女以給可奈春起可末之幾佐万尓八与はすにもおほめい給かなすきかましきさまにはよ尓見衣多天末川良志於 不己止寸己之幾己遊部幾に見えたてまつらしお ふことすこしきこゆへき楚止天以止知以左也可奈礼者可起以多幾天左宇之そとていとちいさやかなれはかきいたきてさうし乃毛登以天給尓 毛止女川留中将多徒人幾安比のもといて給に もとめつる中将たつ人きあひ
【帚木】
47左
多累屋ゝ止乃給尓安也志久天左久利与里多累尓たるやゝとの給にあやしくてさくりよりたるに曽以美志久尓本比三知天可本尓毛久由利閑ゝ留そいみしくにほひみちてかほにもくゆりかゝる心地春留尓於毛比与利奴安左末之宇古八以可奈留心地するにおもひよりぬあさましうこはいかなる己止楚止思満止八留連止幾己衣无可多奈之奈見ことそと思まとはるれときこえんかたなしなみ奈三乃人奈良八 曽安良ゝ可丹毛日起可奈久良女なみの人ならは そあらゝかにもひきかなくらめ楚礼多尓飛止乃安末多志良无 以可ゝ安良武心それたにひとのあまたしらん いかゝあらむ心左者幾天志多比幾多連止止宇毛奈久天於久奈留さはきてしたひきたれととうもなくておくなる於末之丹入給奴 宇之遠日起多天ゝ安可月尓おましに入給ぬ うしをひきたてゝあか月に御武可部尓物世与止乃給部者女八古乃人乃於毛不良无己止御むかへに物せよとの給へは女はこの人のおもふらんこと
【帚木】
48右











者美衣多天末川留止毛左類可多乃以不可比奈起尓天はみえたてまつるともさるかたのいふかひなきにて春久之天无止思天川礼奈久乃三毛天奈之多利人すくしてんと思てつれなくのみもてなしたり人可良乃多越也起多留尓徒与起心遠志為天 八部多からのたをやきたるにつよき心をしゐて はへた連者奈与竹乃心知之天左寸可尓於 部久毛安良れはなよ竹の心ちしてさすかにお へくもあら須満己止耳心屋末之久天安奈可 奈留御心者部遠すまことに心やましくてあなか なる御心はへを以婦可多奈之止於毛比天奈久佐万奈止以止安八礼也いふかたなしと於毛ひてなくさ なといとあはれ也心久類志久八安礼止見左良末之可八久知於之可良心くるしくはあれと見さらましかはくちおしから末之止於本寸奈久佐女可多久宇之 於毛部連者ましとおほすなくさめかたくうし おもへれは奈止可久宇登末之幾物尓志毛於本寸部幾於本衣なとかくうとましき物にしもおほすへきおほえ
【帚木】
49左


























































































































【空蝉】６右末多佐ゝ祢八比万三遊留尓与利天尓之左満またさゝねはひまみゆるによりてにしさま尓見止越之給部八己乃幾者尓堂天多留比に見とをし給へはこのきはにたてたるひ屋宇不毛者之乃加多遠之堂ゝ 礼多流尓万やうふもはしのかたをしたゝ れたるにま幾流部幾木丁奈止毛安徒介礼八尓也宇知可計きるへき木丁なともあつけれはにやうちかけ天見以連良留火知可宇止毛之堂利母屋て見いれらる火ちかうともしたり母屋乃奈可者之羅尓曽者女留人也我心加久留止のなかはしらにそはめる人や我心かくると末川女止ゝ免給部八己幾安也乃比止部加左祢まつめとゝめ給へはこきあやのひとへかさね奈女利奈尓ゝ可安良武宇部尓幾天閑之良徒なめりなにゝかあらむうへにきて しらつ幾保曽也可尓知以左起人乃物気奈幾春可多きほそやかにちいさき人の物けなきすかた

































































王礼毛己乃止与里以天ゝ久王比之気礼登われもこのとよりいてゝくわひしけれと衣者多遠之可部左天王多止乃ゝ久知尓可比えはたをしかへさてわたとのゝくちにかひ曽比天加久礼堂知給部連八己乃遠 止左之そひてかくれたち給へれはこのを とさし与利天遠毛止八今夜八宇部尓也左不良比給 留よりてをもとは今夜はうへにやさふらひ給 る遠止ゝ比与利者良遠也三天以止王利奈介をとゝひよりはらをやみていとわりなけ者志毛尓侍徒留遠人寸久奈奈利止 女之はしもに侍つるを人すくななりと めし志可者与部末宇乃本利志可止猶衣堂不末之しかはよへまうのほりしかと猶えたふまし久止奈武宇連不以良部毛幾可天安奈者良〳〵くとなむうれふいらへもきかてあなはら〳〵以満幾己衣无止天過奴留尓可羅宇之天以天いまきこえんとて過ぬるにからうしていて
【空蝉】
15左
堂末不奈越可ゝ流安利幾八可呂〳〵之久安也たまふなをかゝるありきはかろ〳〵しくあや宇加利介利止以与〳〵於本之己里奴部之小君うかりけりといよ〳〵おほしこりぬへし小君御車乃志利尓天二條院耳於八之 之奴御車のしりにて二條院におはし しぬ安利左満乃多末比天遠左奈可利介 止安者ありさまのたまひてをさなかりけ とあは女給天可乃人乃心遠徒万八之幾越志徒ゝ宇良め給てかの人の心をつまはしきをしつゝうら見給不以止遠之宇天物毛幾己衣須以登不み給ふいとをしうて物もきこえすいとふ可宇尓久三給部可女連八身毛宇久於毛比者天かうにくみ給へかめれは身もうくおもひはて奴奈止可与曽尓天毛奈徒可之幾以良部八可利八ぬなとかよそにてもなつかしきいらへはかりは志多末不末之幾以与乃春計尓於止利遣留身したまふましきいよのすけにおとりける身
【空蝉】
16右
己曽奈止心徒幾奈之止思比天乃多末不安利こそなと心つきなしと思ひてのたまふあり徒留古宇知幾越左寸可尓御楚能志多尓比幾つるこうちきをさすかに御そのしたにひき以連天於本止乃己毛礼利己幾三遠御末部尓いれておほとのこもれりこきみを御まへに布勢天与呂徒尓宇良三加徒八可多良比太末不ふせてよろつにうらみかつはかたらひたまふ安己八羅宇太介礼止川良幾遊可里尓古曽衣あこはらうたけれとつらきゆかりにこそえ於毛比者川末之介礼止末女也可尓乃多末不おもひはつましけれとまめやかにのたまふ遠以止王比之止思比堂利志八之宇知也寸三をいとわひしと思ひたりしはしうちやすみ給部止祢良連給者寸御寸ゝ里以曽幾女給へとねられ給はす御すゝりいそきめ之天佐之者部堂留御不三尓波安良天堂ゝ天してさしはへたる御ふみにはあらてたゝて
【空蝉】
16左
奈良比乃屋宇尓加幾寸左三給不ならひのやうにかきすさみ給ふ
宇徒世三能身越可部天気留木乃毛止尓うつせみの身をかへてける木のもとに
奈越人可良乃奈徒可之幾可奈止加幾給部留越なを人からのなつかしきかなとかき給へるを布止己呂尓比幾以連天毛多利可乃人毛以可ふところにひきいれてもたりかの人もいか尓於毛者武止以止越之介礼止閑多〳〵於本之におもはむといとをしけれとかた〳〵おほし可遍之天御己止川気毛奈之可乃宇寸幾奴八かへして御ことつけもなしかのうすきぬは己宇知幾乃以止奈徒可之幾人加耳志女留越こうちきのいとなつかしき人かにしめるを身知可久奈良之天三為給部利己幾三加之身ちかくならしてみゐ給へりこきみかし古尓以幾多連八安祢君末知徒介天以三之こにいきたれはあね君まちつけていみし
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【空蝉】
17右
久乃多末不安左末之加里之尓止可久末起良くのたまふあさましかりしにとかくまきら者之天毛人乃於毛者武事左利所奈幾尓はしても人のおもはむ事さり所なきに以止奈武王利奈幾以止可宇心於左奈幾心者部いとなむわりなきいとかう心おさなき心はへ遠可川八以可尓於保寸良武止天者川加之免をかつはいかにおほすらむとてはつかしめ給不比堂利見幾尓久流之久於毛部登可乃給ふひたりみきにくるしくおもへとかの御天奈良比止利以天堂利左寸可尓止利天見御てならひとりいてたりさすかにとりて見堂末不可乃毛奴計遠以可尓伊勢遠乃安万能たまふかのもぬけをいかに伊勢をのあまの志本奈礼天也奈止思不毛堂ゝ奈良寸以止与しほなれてやなと思ふもたゝならすいとよ路徒尓三多礼天尓之乃君毛物者川可之幾心ろつにみたれてにしの君も物はつかしき心
【空蝉】
17左
知之天王多利給尓介利又志留人毛奈幾事ちしてわたり給にけり又しる人もなき事奈礼八人志連須宇知奈可女天井堂利己君乃なれは人しれすうちなかめてゐたりこ君の王多利安利久尓徒介天武祢乃三不多加礼登わたりありくにつけてむねのみふたかれと御世宇曽己毛奈之安左末之止思比宇留加多毛御せうそこもなしあさましと思ひうるかたも奈久天左礼堂留心知尓物安者礼奈留部之なくてされたる心ちに物あはれなるへし川連奈幾人毛左己曽志川武連止以止安左八つれなき人もさこそしつむれといとあさは可尓毛安良奴御気之幾遠安里之奈可良能かにもあらぬ御けしきをありしなからの我身奈羅者止止利可部寸物奈良祢止志我身ならはととりかへす物ならねとし乃比加多介礼八己乃御多ゝ宇 美乃可多徒のひかたけれはこの御たゝう みのかたつ
【空蝉】
17左
加多耳かたに
宇徒世見乃者尓遠久露乃木可久礼帝うつせみのはにをく露の木かくれて
志乃比〳〵尓奴留ゝ袖可那しのひ〳〵にぬるゝ袖かな
此一帖雖非無斟酌頻所望之間不獲止呵凍硯染禿筆矣
延徳第二載臘月中澣（花押）
三九
